
 

 

「沖晴くんの涙を殺して」 額賀 澪  双葉社 
 

 大津波で家族を喪った沖晴は、死神に、悲しみ、怒り、嫌悪、

恐怖の感情を差し出して、独り海から生還する。残された感情は

喜びだけ。笑うだけの沖晴は、余命わずかの音楽教師・京香と出

会い…。今年は東日本大震災から 10 年目。「人は、特に理由も

なく死ぬの。」という京香の言葉が心に響きます。      

（沖田） 

                                

（沖田） 

 

←○はお話会・■は休館日です 

☆開館時間 

火～土  10:00～18:00 

日    9:00～17:00 

☆貸出冊数 1人 8冊 

(うち AV 資料 2 点) 

☆貸出期間 2 週間 

ホームページ 

http://www.tosho.otake.hiroshima.jp/ 
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＊３月３１日は休館します。 

 

 

 

 

                         

        

                                           

 

 

 

 

 

 

 

 
                       

         

 

 

 

 

 

 

♥児童 おでかけしようよ 

＊「おかいものなんだっけ?」 

宮野 聡子／作    講談社 
 

 日曜市でお母さんから買い物を頼まれたさきちゃ

んとしゅんくん。トマト、いか、ウインナー、とろ

とろチーズなど、全部で 7 つ。姉弟ふたり、力を合

わせてぜんぶ買うことができるかな? おつかい気分

が味わえる絵本。 

 

ぼくマロン♪

天気のいい日に、ももちゃんと散歩に行ったよ♪ 

ぼくにはたくさん友達がいるから歩いていると「マロン！」 

って声をかけてくれるんだよ。ほら、またおばちゃんが声を 

かけてくれたよ。ぼくを見て「丸くなったね」って…。 

えっ！？ちがうよちがうよ！冬毛だからふわふしているん

だよ！ 

ねっ！ももちゃんも言ってよ！ 

「マロンお正月ゴロゴロしていて、太ったからおやつはぬき

ね」  

ガーン…。 

 

 

 

 

♣時事 いろいろな卒業 
 

＊「卒業」 

    重松 清／著  新潮社 

  ある日突然「僕」を訪ねてきたのは、自殺した親

友のひとり娘だった。少女の手首にはリストカット

の傷跡が…。表題作ほか、それぞれの「卒業」に臨

む 4 組の家族の物語。 

♦一般 は・る・め・く 

＊「杏奈は春待岬に」 

   梶尾 真治／著    新潮社 
 

 「春待岬」に建つ洋館。そこに住む少女に、ぼくは

一目惚れした。けれど、彼女は“時の檻”に囚われ

ていた。彼女を救い出すためには、“クロノス”を

…。感涙のタイムトラベル長編。 

☆おひざにだっこのおはなし会（赤ちゃん向け） 
 
  ３月１２日（金）10:30～【毎月第２金曜日】 
           図書館２階ギャラリー１  
 ※事前申込が必要です。（カウンターか電話で受付） 
  先着５組程度・申込者多数の場合２回目を 11 時から実施 

 
☆おはなし会（幼児・小学生向け） 

３月２７日（土）11：00～  
           図書館２階ギャラリー１ 

※事前申込が必要です。（カウンターか電話で受付） 
  先着５組程度 
 ＊状況により変更となる場合があります。 

↑
こ
の
他
に
も
た
く
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ん
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大竹市立図書館 
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♠時代を駆けた女流作家 
 
＊「思い出トランプ」 
 

    向田 邦子/著  新潮社 
 

浮気の相手であった部下の結婚式に、妻と出席する

男。おきゃんで、かわうそのような残忍さを持つ人妻。

毒牙を心に抱くエリートサラリーマン。やむを得ない

事故で、子どもの指を切って後ろめたさをしまった母

親など――日常生活の中で、誰もがひとつやふたつは

持っている弱さや、狡さ、人間の愛しさとして捉えた

13 編。 



 

 

＊貸出中の本は予約することができます。 

ご予約は、来館・インターネット・お電話にて承ります。 

詳しくは、図書館カウンターまで。 

                     

 

                                                 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

【日本の小説】 

☆花は散っても    坂井 希久子／著  中央公論新社 

 優柔不断な夫に見切りを付け、家を出た美佐は、東京の谷中で着物のネットショップを切り盛りしていた…。 

【自然科学】 

☆ヘンな科学   五十嵐 杏南／著  総合法令出版  

 花粉症にはキスが効果的等、人々を笑わせ、そして考えさせられる「イグノーベル賞」受賞研究を 40 講紹介。  

【工業】 

☆そこに工場があるかぎり   小川 洋子／著  集英社   

 日本の繊細でユニークなものづくりの愛おしさと本質、携わる人々の思いを伝える珠玉の工場見学エッセイ。 

【文学史】 

☆文豪たちの西洋美術     谷川 渥／著  河出書房新社 

 日本の近代作家たちは西洋美術とどんな出会い方をしてきたか。また、いかに浸透しているのかを概観する。 

 

 

 

【社会科】 

☆真実を発見!科学捜査   石澤 不二雄／監修  誠文堂新光社   

 犯罪捜査に欠かせないいろいろな科学捜査を、架空の事件の捜査を通して解説。              

【外国のおはなし】 

☆ねこ学校のいたずらペーター    アンネリース・ウムラウフ=ラマチュ／作  徳間書店 

 黒ねこのペーターは、ねこ小学校の 1年生。学校は楽しくて大好き。そんなある日、町で大事件が…。 

【絵本】 

☆ママはかいぞく カリーヌ・シュリュグ／ぶん  あかね書房 

 ぼくのママは海賊。乳がんと闘うママを海賊になぞらえ、治療に取り組む姿を伝えるユニークな絵本。 

【ティーンズの本】 

☆はじまりの 24 時間書店  ロビン・スローン／著  東京創元社 

 大学図書館員の青年ペナンブラが数百年も行方不明の貴重な書物を見つけ出すサンフランシスコを訪れた。 

 

＊この他にも、新刊本が入っています。大竹市立図書館のホームページまたは、館内の新刊案内をご覧ください。 

「うさぎのモニカのケーキ屋さん」 

小手鞠 るい／さく 講談社 

森の中の「モニカのケーキ屋さん」。う

さぎの姉弟がつくるケーキをめあてに、お

店のテーブルはお客さまでいっぱい。と、

そのとき、くまのおじいさんがお店へ入っ

てきて…。 

一般 

 

「わたしたちが光の速さで進めないなら」 

キム チョヨプ／著 早川書房 

行方不明になって数十年後、宇宙から帰っ

てきた祖母が語る、異星人とのかけがえのな

い日々…。「スペクトラム」をはじめ、「感情

の物性」「館内紛失」など、優しく、どこか

懐かしい、心の片隅に残り続ける SF 短篇 7

篇を収録。 

紹介 

新しい本 

こどもの本 
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